Neural basis of three dimensions of agitated behaviors in patients with Alzheimer disease(アルツハイマー病患者における焦燥的行動の３因子の神経基盤)<内容の要旨及び審査結果の要旨> by 阪野 公一
  




学 位 の 種 類 
 
 
  博士 (医学) 
 
 
学 位 記 番 号 
 
 
  第 １０３６ 号 
 
 
氏    名 
 
 
  阪野 公一 
 
 
授 与 年 月 日 
 
 












Neural basis of three dimensions of agitated behaviors in patients 












  主査： 松川 則之 
  副査： 道川 誠, 明智 龍男 
 
 









対象者は，名市大精神科にて NINCDS-ADRDA の診断基準で probable AD と診断された患者 32
名（男性 10 名，女性 22 名）で，年齢は 73.3±8.1，CDR は 0.5 か 1 か 2 であった．Logsdon ら
による Agitation Behavior in Dementia Care（ABID）（Logsdon et al.1999）について，鳥井ら
（Torii etal.2011）が ABID 日本語版の信頼性と妥当性，これらの項目が 3 つの因子構造（身体
的な焦燥感，言語的な焦燥感，精神症状）から成立する構成概念妥当性を示した．脳血流につい



















probable AD に該当する患者 32 名（男性 10 名，女性 22 名）であり，年齢は 73.3±8.1，CDR は 0.5
から 2 であった．本研究に先立ち、我々は、Logsdon らによる Agitation Behavior in Dementia 
Care（ABID）（Logsdon et al.1999）日本語版を作成し、その信頼性、妥当性を確認するとともに、
ABID が 3 つの因子構造（身体的な焦燥感，言語的な焦燥感，精神症状）から構成されることを示し
た（Torii etal.2011）．今回の研究では、99mTc-ECDSPECT を用いて脳血流を測定し，ABID における
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